


 

まえがき 

 

 この報告書は，平成 13 年度から平成 15 年度に行われたプロジェクト研究「21 世紀の特殊教育に対

応した教育課程の望ましいあり方に関する基礎的研究」の研究成果をまとめたものである。 

 盲・聾・養護学校の教育課程は，基本的には，幼稚部については幼稚園に準じた領域と自立活動で，

また，小学部・中学部・高等部については，小学校・中学校・高等学校に準じた各教科（・科目），道

徳，特別活動，総合的な学習の時間及び自立活動で編成されている。特殊学級についても，特に必要

がある場合には，盲・聾・養護学校小学部・中学部学習指導要領を参考として，特別の教育課程を編

成することができることとされている。しかし，どのように準じるのか，どのような特別の教育課程

が望ましいのかについては，教育関係者の間で種々論議がなされてきているところである。また，こ

のことについては，各学校・学級が障害のある子どもの「生きる力」をどのようにとらえて教育を進

めていくかということとも大きく関係している。 

 本研究においては，このような状況を踏まえて，学校教育の目的及び役割は何かということを念頭

におきながら，改めて特殊教育における教育課程の基本的あり方を整理するとともに，どのような教

育内容をいかに編成し，提供していくことが望ましいかについて検討することをねらいとした。この

ようなねらいのもとに，教育課程の在り方について，研究協力機関のご協力を得ながら検討を進めて

きた。本報告書では，さまざまなテーマについて検討を行ってきた成果をまとめている。 

 また，本研究の一環として行った海外調査及び盲・聾・養護学校教育課程調査の詳細については，

別冊で資料集としてまとめている。 

 文部科学省では，今後の在り方として特殊教育から特別支援教育へという方向性を打ち出している

が，本報告書がこれからの特別な教育的ニーズのある児童生徒への学校での取組の充実に寄与するこ

とを願うとともに，この領域の研究のさらなる進展のために，忌憚のないご意見をいただければ幸い

である。 

 最後に，本研究を進めるに当たりご協力をいただいた研究協力機関，研究協力者の方々に，深く感

謝の意を表する次第である。 
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